
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2019年12月31日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

投資環境見通し（2021年1月）

変動幅（騰落率）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
1月8日

長期金利は、米国は上昇圧力が残り、欧州はレンジ内での動き
米国：政府による追加経済対策は9,000億ドル規模にとどまり、財源についてもFRBや中小企業支援
プログラムの未使用金が充当されることから、国債増発に伴い金利上昇するとの見方は後退してい
ます。しかし、FRBは12月のFOMCで追加の金融緩和に踏み込まなかったことや、新型コロナウイ
ルスのワクチン普及によって景気が持ち直すとの見方もあり、長期金利の上昇圧力は残るとみてい
ます。
欧州（ドイツ）：新型コロナウイルスを巡り、欧州地域における感染再拡大の一方、ワクチンの効
果も見込まれることから、狭いレンジでもみ合う展開を予想しています。
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マーケットの動き（2021年1月4日～1月8日） 主要国国債利回りの推移
（期間：2019年12月31日～2021年1月8日）

米国国債市場は、金利が上昇しました（債券価格は下落）。
民主党が大統領と上下両院の過半数を握る「ブルーウエーブ」が実現したことで、大
型の追加経済対策への期待が高まり、米国国債主導の金利上昇となりました。
ドイツ国債市場も金利が上昇しました（債券価格は下落）。

明治安田アセットマネジメント株式会社　金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第405号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会

FTSE世界国債インデックスの推移
（期間：2019年12月31日～2021年1月8日）

▲0.77

1.09% 6.05%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202101_outlook.pdf
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FTSE世界国債インデックス
除く日本、円ベース(騰落率） 496.10 ▲0.19% ▲0.12%
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